






要約:川崎病の治療法としては従来のアスピリン療法に比べガンマグロブリン大量療法(GG

療法)が冠動脈合併症の予防について優れていることが内外で認められてきた。一方、我々

が発表してきたプレドニゾロン、アスピリン併用療法は GG 療法に比べ遜色のない結果であ

ったが他施設での追試は行われていない。今回ドイツの Cremer 等からの要請もきっかけと

なり GG 療法とコントロールスタディを企画したのでプロトコールの概要と途中経過につ

いて報告する。 


